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松岩寺の年末・年始

除
夜
の
鐘
は
大
晦
日
の
夕

方
五
時
か
ら
つ
き
ま
す
。

そ
の
わ
け
は
３
ペ
ー
ジ
に

書
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
の
新
年
祈
祷
法
要

　
元
旦…

…

十
時
・
十
一
時
（
二
回
）

　

二
日…
…

十
時

　

三
日…
…

十
時

　
（
古
い
御
札
を
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

２０２５歳晩

除
夜
の
鐘
は
、
外
部
の

方
は
つ
け
ま
せ
ん
。

◇
新
年
の
祈
祷
法
要
は
、
元
旦
は
十
時
と
十
一
時
に
二
回
の
法
要

を
し
ま
す
。
二
日
、
三
日
は
十
時
か
ら
、
一
回
だ
け
法
要
を
い
た

し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
短
時
間
（
十
五
分
ほ
ど
）
の
法
要
で
す
か
ら
、
玄
関
先
で
ご
挨

拶
い
た
だ
く
の
で
は
な
く
て
、
一
日
の
十
時
か
十
一
時
、
二
日
と

三
日
の
十
時
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
本
堂
で
焼
香
し
て
お
帰
り
く

だ
さ
い
。
法
要
へ
の
出
欠
席
の
連
絡
は
不
要
で
す
。
古
い
御
札
を

納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（4）

　
やってます
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毎
週
日
曜
日
の
朝
六
時
〜
七
時

ま
で
、
松
岩
寺
本
堂
で
の
坐
禅

に
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

朝
六
時
に
鐘
を
つ
き
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
本
堂
に
入
っ
て
く

だ
さ
い
。
初
心
の
方
に
は
、
坐

り
方
を
ご
案
内
し
ま
す
。
三
十

分
坐
っ
て
休
憩
、
残
り
の
十
五

分
ほ
ど
坐
っ
て
、
最
後
に
般
若

心
経
を
よ
ん
で
七
時
に
終
わ
り

ま
す
。

【
金
つ
ぎ
教
室
】
講
師　

花
輪
滋
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
半
～
四
時
半
ま
で

　
　
　
　
　
　

第
四
土
曜
日

　
やってます

第
４
土
曜
日
の
午
後
１
時
半
か
ら
４
時
半
ま
で
本
堂
で

写
経
が
で
き
ま
す
。

都
合
の
良
い
時
間
に
来
て
、
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
写
経

し
て
、
お
好
き
な
時
間
に
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

初
め
て
の
時
は
な
る
べ
く
一
時
半
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
檀
家
さ
ん
以
外
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

【
写
経
】
令
和
８
年
上
半
期
開
催
日

　　  つまれ！
写経の日程
あ

　
やってます１　

月

２　

月

３　

月

４　

月

５　

月

６　

月

７　

月

２
４
日
（
土
）

２
８
日
（
土
）

２
８
日
（
土
）

２
５
日
（
土
）

２
３
日
（
土
）

２
７
日
（
土
）

２
５
日
（
土
）

　

【
編
集
後
記
】

【
日
曜
の
朝
の
坐
禅
体
験
】

◇
冒
頭
の
写
真
は
、
新
座
市
に
あ
る
平
林
寺
の
秋
の
風

景
で
す
。
撮
影
し
た
の
は
檀
家
の
千
田
完
治
さ
ん
。
素

敵
な
写
真
を
メ
ー
ル
で
送
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
寺
報

や
寺
の
ホ
ー
ム
ー
ジ
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

◇
平
林
寺
に
は
、
十
数
名
の
雲
水
（
う
ん
す
い
＝
修
行

僧
）
が
い
ま
す
。
現
在
、
住
職
の
長
男
も
修
行
し
て
い

る
道
場
で
す
。
道
場
に
入
っ
て
三
度
目
の
冬
を
迎
え
て

い
ま
す
。
道
場
に
入
っ
て
も
、
健
康
を
そ
こ
ね
て
退
か

ざ
る
を
得
な
い
若
者
も
い
る
な
か
で
、
元
気
に
や
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

◇
長
男
の
名
を
大
樹
と
申
し
ま
す
。
松
原
泰
道
さ
ん
に

命
名
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
原
泰
道
さ
ん
は
仏
教

書
と
し
て
は
空
前
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
般

若
心
経
入
門
』
の
著
者
で
す
。「
寄
ら
ば
大
樹
の
陰
」

な
ん
て
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
が
、
仏
教
経
典
に
も
数

多
く
登
場
す
る
言
葉
で
す
。
長
男
が
入
門
す
る
い
き
さ

つ
は
拙
書
『
ま
た
ま
た
お
う
ち
で
禅
』
の
冒
頭
に
書
き

ま
し
た
。
時
ど
き
「
息
子
さ
ん
は
今
、
ど
こ
に
い
ま
す

か
？
」な
ん
て
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
あ
ー
、

読
ん
で
な
い
な
」
と
ば
れ
て
し
ま
う
少
々
意
地
悪
な
私

で
す
。

◇
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
る
方
か
ら
、「
平
林
寺
を
拝
観

し
た
い
」、
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
す
。
在
籍
中
は
本

人
も
や
り
ず
ら
い
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
。
平
林

寺
は
そ
の
う
ち
に
で
す
が
、
本
山
・
妙
心
寺
二
世
の
六

百
五
十
年
忌
が
平
成
八
年
三
月
に
あ
り
ま
す
。
久
し
ぶ

り
に
団
体
参
拝
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
春
彼

岸
か
夏
の
お
盆
の
と
き
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
住
職
記
）

１
７
日
（
土
）
午
後
三
時
～
四
時

２
８
日
（
土
）
午
後
三
時
～
四
時

１
４
日
（
土
）
午
後
三
時
～
四
時

１
月

２
月

３
月

　 【
大
人
の
た
め
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
】
講
師　

大
澤
佳
奈
子

企
画

８
月
は
盆
行
事
の
た
め
休
会

（１）

平林寺秋景　千田完治


